
 

令和７年度 大学・高専機能強化支援事業選定委員会（第５回）議事要旨 

 

１．日 時   令和７年１２月２４日（水） １４：００～１６：００ 

 

２．開催方法   Web会議（Webex） 

 

３．出 席 者 

（ 委 員 ） 安浦委員長、岩渕副委員長、石川委員、大澤委員、孝忠委員、後藤委員、笹委員 

田中委員、冨樫委員、長谷川委員、横山委員 

（専門委員）  河原林専門委員、小松川専門委員、渡辺専門委員 

（文部科学省） 星専門教育課企画官、今川専門教育課専門官 他 

（ 事 務 局 ）  服部機構長、光石理事、西田理事、岡審議役、梶原助成事業部長、 

川瀬事業推進課長、小原助成課長 他 

 

４．議 事 

冒頭、安浦委員長より、「大学・高専機能強化支援事業選定委員会の会議等の公開について（申合

せ）」に基づき、非公開とする旨の発言があった。その後、各議題の審議、報告を行った。 

 

（１）文部科学省からの補正予算関係の説明 

文部科学省より１２月１６日に成立した令和７年度補正予算における大学・高専機能強化支援

事業の内容について説明がなされた。支援１については、既存の支援メニューを継続のうえ、文

系から理系転換を促す「大規模文理横断転換枠」を新設することになった。支援２については、

令和７年度公募で受付終了であったが、令和１０年度まで受付期間を延長すること、高専新設・

転換の上限額を２０億円まで引き上げすること及び「重点分野支援枠」を拡充することとなっ

た。 

 

（２）令和８年度大学・高専機能強化支援事業の公募要領等について 

事務局より資料１～５に基づき、令和８年度大学・高専機能強化支援事業の支援１継続分の公

募関連スケジュール（案）の説明、支援１「成長分野転換枠」継続分についての公募要領等の説

明がなされた。事務局と文部科学省との調整が残っているため、修正後は委員長一任とする旨が

了承された。 

 

（３）令和７年度大学等の理系転換・拡充による人材育成機能強化会議の開催について 

事務局より資料６－１～６－２に基づき、会議の内容等について説明があり、審議の結果、原

案のとおり了承された。 

 

（４）令和７年度オンライン面談の実施及び令和８年度以降の現地調査の実施について 

 事務局より資料７－１～７－２に基づき、令和７年度オンライン面談を１月２３日（金）に実

施することが報告された。次に、資料７－３に基づき、現地調査の対象校の選定時期を、前年の

３月に半年早期化する、原則開設済みの学校に現地調査を実施する、ということで了承された。

委員長より、次回までに今年度の現地調査対象校の録画をご確認いただくように周知があった。

また、今年度の現地調査を踏まえて気づいた点等について、委員に対して別途照会を行うことと

なった。 

 

以上 
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